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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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（公社）埼玉県獣医師会主催
第３８回ソフトボール大会開催案内

� 　厚生委員会　委 員 長　山中　利之　
� 副委員長　米元　　仁　
　恒例の厚生委員会による第3８回ソフトボール大会を10月10日（月・体育の日）午前₉時から｢埼玉県吉見
総合運動公園」（比企郡吉見町今泉141　TEL0493-54-4701）において開催いたします。スポーツの秋の１日、
いい汗をかいてみませんか。会員の皆様のご参加をお待ちしております。なお、ご不明な点は、各支部厚生
委員までお尋ねください。（雨天の場合は、11月₆日（日）に順延となります。）

A面（第₂野球場） B面（第₃野球場） C面（第₄野球場） D面（第₁野球場） Ｅ面（第₇野球場）
　9:30～10:20 ①（東Ａ） ②（さいたま市） ③（南₁・南₂） ④（西Ａ） 賛助　Ⅰ
10:30～11:20 ⑤（①の負けチーム）⑥（②の負けチーム）⑦（③の負けチーム）⑧（④の負けチーム） 賛助　Ⅱ
11:30～12:20 ⑨（⑥の負けチーム）⑩（⑤の負けチーム）⑪（⑦の負けチーム）⑫（⑧の負けチーム）
12:20～13:30 昼　　食　・　休　　憩
13:30～14:20 ⑬（⑨の負けチーム）⑭（⑩の負けチーム）⑮（⑪の負けチーム）⑯（⑫の負けチーム）
14:30～15:30 ⑰（⑬の負けチーム） 賛助　Ⅲ ⑱（⑮の負けチーム）

第3８回埼玉県獣医師会ソフトボール大会対戦表

賛助会員トーナメント
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（注）　１　�事故防止のため、各自₉時までに十分なウォー
ミングアップをしてください。

　　　２　�雨天により中止の場合は、当日の朝、各支部厚
生委員から連絡があるのでその指示に従ってく
ださい。

⑤の敗者 ①の敗者 ③の敗者⑦の敗者 ④の敗者②の敗者

敗者復活特別賞

⑪ ⑫
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至東松山

●　車を利用
　⑴　関越道　東松山ＩCから12㎞
　⑵　国道1７号　「箕田（南）」交差点から₄㎞
　⑶　�国道1７号　「天神₂丁目」交差点から（県道2７

号「下細谷」交差点を経由）10㎞
●　電車、バスを利用
　⑴　東武東上線の場合�
　　　�東松山駅から、バス「鴻巣免許センター（鴻巣

駅経由）行き」で「古名」バス停下車、徒歩約
₂㎞

　⑵　ＪＲ高崎線の場合
　　　�鴻巣駅から、バス「東松山駅行き」で「古名」

バス停下車、徒歩約₂㎞

～吉見総合運動公園までの交通～

～吉見総合運動公園内施設の案内図～

吉見総合運動公園吉見総合運動公園

至
大
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至
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「箕田（南）」「箕田（南）」

「天神 2丁目」「天神 2丁目」

東松山
IC
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IC
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※開会式が開始される午前₉時までに
　第₂野球場付近にお集まりください。
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第１回　勤務部会運営委員会

　平成2８年₇月20日（水）午後₃時30分から、さいたま市「埼玉県県民健康センター会議室」において次の事項
を協議した。
　⑴　獣医師を巡る情勢について
　　�　獣医師を巡る情勢をもとに、今後の活動などについて意見交換するとともに、入会の促進方策につい

て検討した。
　⑵　その他
　　�　公務員等勤務獣医師の置かれている現状と課題について情報を交換するとともに、その対応策につい
て検討した。

新聞紙上で狂犬病予防注射の徹底を啓発
　本会では犬の集合狂犬病予防注射の実施を控えた₃月、新聞紙上において県民への意識啓発を行ったとこ
ろですが、更にその徹底を図るため、この度、次のとおり啓発記事を掲載しました。

埼玉新聞　　₈月₄日掲載

会 務 報 告

広告

自慢の歌声を、たっぷりテレビで披露しませんか！

テレ玉新春カラオケ大賞参加者募集！
【第₁次予選】　₉月₃日（土）
　　　　　　　₉月1７日（土）　　締め切り迫る！
　　　　　　　₉月25日（日）
【開催場所】　　テレ玉第₁スタジオ　さいたま市浦和区常盤₆－3６－₄
【参 加 料】　　第₁次予選　　₆，₀₀₀円（税込）・第₂次予選　₂₀，₀₀₀円（税込）
　　　　　　　　　　決勝　₃₀，₀₀₀円（税込）
【放　　送】　　第₂次予選　平成2８年12月中旬
　　　　　　　決勝大会　　平成29年₁月₁日（日）12：00～14：30
【主　　催】　　テレ玉　（お申し込み・お問合せ　テレビ埼玉プランニング）
　　　　　　　ＴＥＬ　04８－８22－６６03　（平日₉：30～1７：30）
　　　　　　　ＦＡＸ　04８－８22－６６05
　　　　　　　〒330－00６1　さいたま市浦和区常盤₆－₄－24　テレ玉別館₃Ｆ

広告のご用命はテレビ埼玉プランニングにお任せ下さい！
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南第一支部長　田中　　裕
南第二支部長　長澤　泰保

　南第一支部・南第二支部では、10月₂日（日）に、本年度₂回目の学術講習会を開催することとなりました。
　今回は、日本獣医生命科学大学　宮川優一先生をお招きして「猫の腎臓病」について講義をしていただくこ
とになりました。
　多くの先生方のご参加をお持ちしております。

日　　時　　平成2８年10月₂日（日）
　　　　　　14：00～1６：30（受付13：30～）

場　　所　　大宮ソニックシティビル　903会議室
　　　　　　さいたま市大宮区桜木町1－７－5
　　　　　　TEL　04８-６4７-4111

演　　題　　「猫の腎臓病」

講　　師　　日本獣医生命科学大学　宮川　優一先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　　　　無料
　　　　　　会員以外の受講者　　　5，000円

南第一支部・南第二支部合同学術講習会開催のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（4）・小₃（8））

予　　告

北支部長　大橋　邦啓

　北支部では、10月12日（水）に鹿児島大学�客員教授�松本修治先生をお招きし、学術研修会及び動物慰霊祭
を開催いたします。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成2８年10月12日（水）
　　　　　　14：30～1６：30（動物慰霊祭（13：30～）終了後）

場　　所　　埼玉県熊谷家畜保健衛生所　講堂
　　　　　　熊谷市円光1-８-30
　　　　　　TEL　04８-521-12７4

演　　題　　「正しい抗菌剤の選び方と使用方法について」

講　　師　　鹿児島大学�客員教授　松本　修治先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　　　　無料
　　　　　　会員以外の受講者　　　3，000円

北支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（₄））
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西支部長　別部　博司

　西支部では、平成28年10月30日（日）に東京動物心臓病センター�センター長　岩永孝治先生をお招きして
『犬の循環器診療アップデート』の演題で講習を行います。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成2８年10月30日（日）
　　　　　　13：30～1６：30　（13：00受付 ）

場　　所　　川越西文化会館
　　　　　　川越市鯨井155６-1
　　　　　　TEL　049-233-６７11

演　　題　　「犬の循環器診療アップデート」

講　　師　　東京動物心臓病センター　岩永　孝治先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　　　　無料
　　　　　　会員以外の受講者　　　5，000円

西支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₃（₆））

名細公民館

小堤北

ガスト

東洋大
コンビニ

名細郵便局

北　口川越シャトルバス停

←鶴ヶ島

←坂戸 川越→

東上線霞ヶ関

東洋大南側 上　戸

西文化会館
（メルトホール）

北支部・しゃくなげ会埼玉県支部・埼玉県畜産技術振興会
合同学術研修会のお知らせ

（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　産₃（₁）②・産₃（₄）①）
埼玉県獣医師会北支部長　大橋　邦啓
しゃくなげ会埼玉県支部長　柿沼　清市

　北支部・しゃくなげ会埼玉県支部・埼玉県畜産技術振興会では、酪農学園大学獣医学群獣医学類生産動物
内科学₁ユニット准教授　大塚浩通先生をお招きし「仔牛の飼養管理と疾病予防対策について」と題しまして
合同学術研修会を開催いたします。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成2８年10月22日（土）
　　　　　　研修会　13：30～1６：00

場　　所　　埼玉県農林公園　第一研修室
　　　　　　深谷市本田5７６８-1
　　　　　　TEL　04８-5８3-2301

演　　題　　「仔牛の飼養管理と疾病予防対策について」

講　　師　　酪農学園大学
　　　　　　獣医学群獣医学類生産動物内科学₁ユニット准教授　大塚　浩通先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会・しゃくなげ会会員・埼玉県畜産技術振興会会員　無料　
　　　　　　上記会員以外　　3，000円
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ひ　ろ　ば

新　入　会　員

塗
ぬる

木
き

　俊
とし

幸
ゆき

さいたま市在住
団体支部

新
あたらし

　　史
ふみ

明
あき

深谷市在住
団体支部

新入会員報告

支　部　名 氏　　　　　名 診療所所在地・勤務先
団　体 塗 木 　 俊 幸 　さいたま市　ＹＣＬホースクリニック
団　体 新 　 　 史 明 　さいたま市　株式会社ＣＯＷＯＸ

勤務部会

農林支部・衛生支部合同研修会で髙橋三男会長が講演

農林支部長　野澤　裕子
衛生支部長　小林精一郎

　平成28年₇月20日、午後₃時30分

から、埼玉県県民健康センター中会

議室において農林支部と衛生支部

の合同により研修会を開催し、多数

の会員が参加いたしました。

　この研修会には、髙橋三男埼玉県

獣医師会会長と日本獣医師会顧問

北村直人先生のお二人を講師にお

招きし、獣医師を取り巻く最近の情

勢などについてお話しを賜り、それ

ぞれの職域で活用しようと開催し

たものです。

　はじめに、髙橋会長から「獣医師をめぐる情勢について」と題してお話しいただきました。

　講演内容は次のとおりです。

　動物病院の現況と今後について、動物が単に好きというだけでは動物病院の経営は維持できなくなってき

講演する髙橋三男会長（中央）
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ている。その背景として、現在は、全国では犬猫が₂千万頭ほど飼われており、動物病院数は₁万₁千を超え、

そこには₁万₅千人の獣医師が従事しているが、人口減少が急激に進行する中、早晩、動物病院は選別され

る時代がやってくるだろう。しかも、飼い主からはこれまで以上に高度医療が求められる一方で、これまで

のようにペットにお金を掛けられない事情もあり、今では動物病院の経営状況も多様化しつつある。獣医師

数は、医師や歯科医師と比べると驚くほど少なく、獣医師になるには医師と同レベルの高いハードルを突破

し、高額な学費も納めなくてはならないが、年間所得は、マスコミの推定で400万円から６00万円が多くを占

めており、一般的に想像されているほど高い所得とはいえない状況にある。特に、小動物病院は都市部に集

中する傾向にあるため、診療費の値下げなどが一層激しくなることが予想される。しかも、獣医師にとって

開業するまでには、研修期間があり、気の抜けない緊張した勤務時間が長く続くものの、給料は想像されて

いるほど高くはない。また、開業しようとしても多額の資金が必要となるなど、開業や勤務獣医師には、多

くのハードルが待ち受けているといった状況が話されました。

　さらに、全国的にみると、動物病院は年々増加してきており、ここ数年間でも毎年200前後が増加し、競

争が激しくなっている。さらに、飼い主のニーズは高度医療と一般診療に二極化してしまう傾向にあるため、

これからの動物病院の経営は、技術的なことはもとより、経営面やスタッフの確保などの点についても、進

歩と変革が求められており、これらに総合的に対応していく必要がある。

　また、昨今はTＰＰなど世界の経済情勢の中にあって、特に畜産物価格の変動が危惧されているが、我々獣

医師の能力を最大限に活かして、生産者への指導はもとより、良質な畜産物を海外へ輸出するなどの努力に

より、国際市場に進出していけば、国際化の中にあっても我が国の畜産業は生き残れるものと確信している。

私は、これらのピンチはチャンスであり、チャンスはチャレンジであると常々、考えていると話されました。

　このほか、世帯全体で一年間に、動物病院にどれだけ支出しているかといった事例も示されました。

　最後に、髙橋会長は、公務員や動物病院に勤務する獣医師は、獣医師としてのライセンスに責任と義務、

そして誇りを持ち、人と動物が共生する社会の構築のため、学術の埼玉県獣医師会をモットーに会員として

の自覚を持って仕事に邁進してくださいと講演を締めくくりました。

　髙橋会長に続いて、北村直人先生からは、

　私たち公務員獣医師のコンプライアンス（法令遵守）と企画立案能力の発揮について触れられました。特

に、コンプライアンスについては、免許をはく奪されるような事件を起こすことを未然にどう防いでいくか

を公務員獣医師は考えると同時に、開業獣医師の先生方に説

明し、厳しく指導するような獣医師になっていただきたいと

の要望がありました。

　また、飼い犬や猫の数を増やすため、国会議員宿舎を始め、

国家公務員宿舎、地方公務員宿舎で犬猫を飼えるよう省令や

法令を改正していただきたいとの要望が出されました。さら

に、そのために飼い主に守っていただきたい₄つのことを示

されました。まず、₁つ目は、犬猫を飼う時は、必ずマイク

ロチップを挿入し、戸籍を作ること。₂つ目は、感染症のワ

クチンを接種してもらい、証明書をもらうこと。₃つ目は、 講演する北村直人日本獣医師会顧問
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講師を囲んで開催した懇親会（ビアガーデンにて）
前列中央は髙橋三男会長

かかり付けの獣医師を登録すること。₄つ目は、年に₁回は飼い主の心構えについて講習を受けてもらうと

いうことです。

　さらには、自由と平等について触れられ、自由な社会が阻害されてしまう例として、特区での規制緩和の

事例が紹介されました。その最たるものが ＪAの改革であり、また、そのあおりを受けている事例が獣医科

系大学の自由設置と自己責任化であるとのことでした。既存の1６大学で獣医師は十分に養成できているの

に、愛媛県や京都府では獣医学科を新設させようとしていることや、それらの大学に採用される先生方の選

抜方法の問題点についても触れられました。そのほかにも、獣医学を学びたい人は、いくらでも学ばせれば

いいし、仮に獣医師になっても生活ができなければ、別の分野に就活をすればいいといった極端な意見があ

ることなども紹介されました。

　さらに、北村先生は、自分が思う獣医師の真髄は、品格があって、性格も良く、コンプライアンスを重ん

じ、弱者に軸足を置いて、うそをつかない人だと言われました。

　最後に、髙橋会長から示された資料内容がいかに大事なことであるかについて触れられ、必ず一読される

よう話されました。

　また、講演会終了後に懇親会を開催いたしましたところ、講師をお願いしましたお二人の先生方にもお忙

しい時間を割いていただいて、ご同席を賜り、講演会場ではお聞きできなかったお話を伺うことができ、大

変有意義な時間を過ごすことができました。会員一同、改めて、御礼申し上げます。
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　昨年度、埼玉県獣医師会に入会させていただ

きました金野敏明と申します。2005年に日本大

学を卒業後、さいたま市浦和区の直井動物病院

で₈年間勤務させて頂きました。

　その後、現在のどうぶつの総合病院で総合診

療科主任として勤務しています。どうぶつの総

合病院は、専科診療と救急診療の病院として、

2011年に現在の川口市石神に開院しました。近

隣の動物病院様にご紹介を頂くいわゆる二次診

療を行っております。

　私はその中の総合診療科で一般内科・軟部外

科を担当しています。私自身は特別な資格を

持っていませんが、ご紹介頂いた先生のご依頼に応えられるよう日々研鑽を重ねております。その一部が実

を結び、昨年の横浜で開催された獣医学術関東・東京合同地区学会におきまして、私の発表が学術奨励賞を

頂くことができました。

　その際、埼玉県獣医師会会長の髙橋先生をはじめ、本会の先生方よりたくさんの祝福のお言葉を頂戴しま

した。また後日、獣医師会会報でも取り上げていただき、大変うれしく思うと共に、日々の診療における大

きな励みになっています。

　私はご紹介いただく先生に、気軽に頼られる存在になれることを目指しています。診断に迷ったり、治療

に行き詰まったりした時に、気軽にお電話を頂き、世間話のように症例の相談をしていただく、そのように

皆さんに扱っていただければ幸いです。

　どうぶつの総合病院は、診療だけではなく、研究施設、教育施設としての役割も担っております。学会発

表等を通じて病院の活動をご報告しています。また、院内セミナーを随時開催し、近隣の先生方にご参加を

いただき、最新の情報を発信をしております。研修医も受け入れておりますので、若い勤務医の先生のレベ

ルアップの場としてもご活用頂けます。

　このような活動を通して、病院の発展はもとより、埼玉県獣医師会の発展に貢献していけたらと願ってい

ます。

　そして、いつの日か、どうぶつの総合病院が埼玉県のみならず、日本やアジアを代表する病院として、世

界に貢献できる病院になることを目指し、これからも日々努力してまいります。埼玉県獣医師会の諸先生方

には、今後ともご指導、ご鞭撻を下さいますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

埼玉県獣医師会に入会して
新入会員の抱負

団体支部　金野　敏明
（どうぶつの総合病院）

学術奨励賞受賞を髙橋会長と諸角先生に
祝福していただきました
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　東支部では、₇月18日（月）�犬と猫の皮膚科　村山　信雄先生（アジア獣医皮膚科専門医）をお招きし、世
界獣医皮膚科会議をふまえて、～皮膚をアップデートする～と題して学術講習会を開催いたしました。
　外来で診察することの多い皮膚病ですが、今回は犬の膿皮症の原因と薬剤選択のポイント、外用療法との
効果的な併用治療を中心に、解りやすく説明していただきました。また、痒みを主訴に来院された患者の要
因と治療方法を系統立てて考え、必要な検査や食事指導、治療方法まで解説していただきました。
　最後に、今年発売されたオクラシチニブの使用方法、シクロスポリンやプレドニゾロンとの治療成績など、
最新の情報を症例をまじえて教えていただきました。
　受講していただいた先生方からも大変興味深い質問が多く、とても活気溢れる講習会となりました。お忙
しい中、多数の先生方にご参加いただきありがとうございました。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

６4名 5名 4名 1名 1名 0名 41名 12名 0名

＜今後の講習会予定＞

　11月27日（日）14：30～18：00頃まで
　場所：越谷サンシティ
　演題�:「遭遇頻度の高い脳疾患」
　講師�:�日本獣医生命科学大学�臨床獣医学部門治療学分野�Ｉ�・准教授　長谷川　大輔先生
　＊詳細は、埼玉県獣医師会会報（₉月号・10月号）、埼玉県獣医師会ホームページからご確認ください。

　南第一支部・南第二支部では、₇月24日（日）川口総合文化センターにて、合同学術講習会を開催いたしま
した。今回は、講師として日本小動物医療センターの中島　亘先生をお招きし「難治性下痢の診断、治療、
予後　Vol.2」というテーマで講演をしていただきました。
　Vol.1に引き続き、多くの症例に基づき、診断、治療、予後について、的確に教えていただきました。特
に食事管理の重要さも感じさせていただきました。
　暑い中、多くの先生方に足を運んでいただき、ありがとうございました。また、中島先生にはVol.1、2と
続けてご講演をいただき、感謝いたします。有難うございました。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

43名 ７名 1６名 ７名 1名 0名 5名 ７名 0名

東支部学術講習会開催報告

南第一支部・南第二支部合同学術講習会開催報告

東支部支部学術委員　佐久間　昭仁

南第一支部長　田中　　裕
南第二支部長　長澤　泰保
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　日本獣医師会や日本医師会などが主催して、標記会議（GCOH）が下記のとおり開催されますのでお知らせ

します。

　なお、詳しくは日本獣医師会雑誌₈月号（Vol.６9　No. ８　201６）、日本獣医師会のホームページ（第₂回

GCOHホームページ；http://www.trans-uni.co.jp/2ndGCOH/）をご覧ください。

月　　　日　　平成28年11月10日（木）、11日（金）

会　　　場　　「リーガロイヤルホテル小倉」　北九州市小倉区浅野₂丁目14 - 2

主　　　催　　世界獣医師会、世界医師会、日本医師会、日本獣医師会

参加登録費

区　分 早割登録
（201６.８.31まで）

通常登録
（201６.10.3まで）

当日登録
（201６.11. 4まで）

参加者 ￥1８，000 ￥20，000 ￥30，000
同伴者 ￥10，000 ￥10，000 ￥10，000

医学生又は獣医学生 ￥　5，000 ￥　5，000 ￥　5，000

　　登録費にはプログラム・抄録集、ガラディナー参加費、昼食費（両日）が含まれます。

　　価格はすべて税込みです。

　�　なお、早割登録の期限（₈月31日）を過ぎた場合は、通常登録期間中であれば、埼玉県獣医師会を経由す

ると早割料金が適用されますので、埼玉県獣医師会事務局まで早めにご相談ください。　

参加登録期間　　2016年₇月₁日（金）～11月₄日（金）

参加登録方法　　オンライン登録／FAX登録（申込書をHＰからダウンロード　FAX:03-６450-341８）

プログラム　　　第₂回GCOHホームページを参照

お問い合わせ先　

　　⑴　第₂回世界獣医師会 - 世界医師会“One�Health”に関する国際会議事務局

　　　　トランスレーターズユニオン内

　　　　TEL：03-６450-3415　FAX：03-６450-341８　E-mail：2ndgcoh@trans-uni.co.jp

　　⑵　日本獣医師会：福田、守尾、古賀　TEL　03-34７5-1６01

第₂回世界獣医師会-世界医師会“One Health”に関する国際会議
お 知 ら せ

　動物の健康を支える獣医師の役割とその活動の実情や多様性を、広く国民の皆様に普及・啓発するため、

日本獣医師会が主催して秋の市民参加型イベントとして「動物感謝デー」が下記のとおり開催されるのでお知

らせします。

₁　日　　時　　平成2８年11月12日（土）　午前10時～午後₅時

₂　会　　場　　福岡県北九州市　西日本総合展示場・あさの汐風公園

日本獣医師会主催
「2016動物感謝デー in JAPAN」について
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畜　安　第３７８－４号
平成28年₈月₉日

　（公社）埼玉県獣医師会会長　様
埼玉県農林部畜産安全課長

　岩田　信之（公印省略）

死亡牛等のBSEサーベイランスに係る死亡届の提出について（依頼）

　日頃から家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。
　農林水産省では、牛海綿状脳症（BSE）に関する防疫対策の一環として死亡牛サーベイランスを実施し
ており、貴会会員の皆様には「牛海綿状脳症対策特別措置法第₆条第₁項に基づく死亡届記録簿」を県
に提出していただいているところです。
　さらに、県では、提出された死亡届記録簿の記載内容（死亡原因や生前の症状）に基づき、各個体を
「牛海綿状脳症に関する特定家畜伝染病防疫指針」に示された区分に分類し、国へ報告しています。
　防疫指針に基づく分類は、国際獣疫事務局（OＩE）が定める分類と合致しており、各個体を適切に分類
することは、OＩEが規定するBSEサーベイランスが確実に実施されているか判断する上で、非常に重要
です。
　つきましては、分類の基礎データとなる死亡届記録簿の提出にあたっては、以下の事項に留意するよ
う貴会会員へ改めて周知いただくとともに、引き続きBSE防疫対策への御協力をよろしくお願いします。

記
死亡届記録簿提出にあたっての留意事項
　₁�　死亡届記録簿の提出にあたっては、特に「死亡牛の詳細―その他参考事項―生前の症状」欄の内
容に該当する場合はその旨を必ず記載するようお願いします（なお、神経症状等があったことで、
直ちに防疫措置が必要となる訳ではありません）。

　₂�　死亡届記録簿提出後、必要に応じ、中央家畜保健衛生所担当者から追加の聞き取り等が行われま
す。

切り抜きニュース

海を汚す小さなつぶ
－マイクロプラスチック－

　人間が使ったプラスチックが目に見えないほど
小さなつぶになり、海の中に広がっていること
が、新しい環境問題として注目されています。
　これは「マイクロプラスチック」とよばれ、大き
さが₅ミリ以下のものを言います。わたしたちが
毎日、使っているペットボトルやレジ袋などが海
に流され、太陽の光に当たったり、波や風にゆら
れたりしているうちに、こわれて細かくなったと
考えられています。台所でよく使われるように

なったスポンジも、原因の一つといわれています。
　このほか、人間がわざと、とても小さいプラス
チックのつぶを作ることがあります。例えば化粧
品の中には、肌のよごれを取りやすくするため
に、小さなプラスチックのつぶを作って入れたも
のがあります。
　最近の研究で、マイクロプラスチックを鳥や魚
がえさだと思って食べてしまったり、カキなどの
貝が水といっしょに体の中に取りこんでしまった
りしていることが分かりました。
　マイクロプラスチックを入れた水の中でカキを
育てると、入れていない水の中のカキにくらべ
て、育ちが悪くなり、生まれる子どもの数もへる
ことが分かりました。魚の実験でも、卵からかえ
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る子どもの数がへったり、敵が来たときに、にげ
る力が弱くなったりするとの結果も出ました。
　一度、海に入ってしまったマイクロプラスチッ
クを集めることはできません。わたしたちがくら
しの中で軽い気持ちでプラスチックを使いすてに
していることが、海の生き物を傷つけているかも
しれないということを、わすれないようにしま
しょう。
　海で問題になっているプラスチックのごみは、
マイクロプラスチックだけではありません。レジ
袋や、ペットボトルなどの大きなプラスチックご
みが大量に流れ出て、海をよごしています。魚を
捕るための網やうき、発泡スチロールの製品など
もあります。
　プラスチックはもともと自然界にはないもの
で、分解されにくく、長い間、海をただよいます。
　レジ袋が、死んだウミガメの胃の中から見つか
ることがあります。飲み物の缶を束ねるプラス
チックのバンドや、魚捕りの網がオットセイなど
の首にまき付いて死んでしまうこともあります。
　プラスチックの表面には、生き物にとって有害
な物質がくっついていることもあり、これを体の
中に取りこんだ生き物への悪影響も心配されてい
ます。

平成2８年₇月2７日　埼玉新聞

愛犬同伴ツアーで空の旅
－新たな需要開拓も－

　全日空グループが、客室に愛犬を同伴させて空
の旅を楽しめるツアーを本格化できるか検討して
いる。₅月下旬、試験的に実施した北海道ツアー
は応募が殺到。動物が苦手な乗客もいることから
課題はあるが、ペットがいるからと遠距離の旅を
控えていた人は多い。旅行業界も新たな需要を開
拓できると期待を寄せる。

▷笑顔
　₅月のツアーでは、₂泊₃日で87人と犬44匹が
北海道釧路市の阿寒湖を訪れた。10歳の愛犬と
チャーター便で空の旅を楽しんだ千葉市の50代夫

婦は「これまで近場しか行けなかったが、飛行機
ならいろんなところに行ける」と笑顔だった。
　料金は大人₂人と犬₁匹でおよそ22万円。募集
開始から₂日で定員が埋まった。獣医師も同行し
愛犬へのケアも充実。担当者は「次の開催も前向
きに検討したい」と声を弾ませる。
　全日空によると、国内の航空会社では現在、ペッ
トは貨物室に預けるよう定めている。貨物室は客
室内と同じ温度に保たれるとはいえ、愛犬家らか
らは「かわいそう」「長時間は不安」との声が上がっ
ていた。

▷対策
　全国ペット・ツーリズム連絡協議会の会長を務
める東洋大の東海林克彦教授（国際観光学）は
「ぺットを飼っていても遠出したいという考えが
当たり前になってきた」と全日空の取り組みを歓
迎する。
　ただ、同社はかつて、国際線でぺットを客室に
持ち込めるサービスを提供していたが、動物の苦
手な乗客に配慮し、2005年に終了している。アレ
ルギーを持つ人もおり、対策は欠かせない。ツアー
後に今回の企画を知った客からは「犬が乗った機
内に座りたくない」との苦情が寄せられた。
　全日空はツアー後、より丁寧に機内を清掃。今
後、同様のツアーを本格化させる場合について、
担当者は「機内清掃の内容を公表するなど配慮し
たい」としている。

▷₂千万匹
　ペットフード協会によると、昨年10月現在、国
内の犬猫の飼育数は推計で約₂千万匹。東海林教
授は「これだけのペットと飼い主が遠出しやすく
なれば、旅行産業の活性化にもつながる」と話す。
　ペット同行のツアーには、目的地の宿や娯楽施
設などの対応も不可欠だ。全日空の担当者は「飛
行機に一緒に乗って終わりでは意味がない。旅先
の地域ぐるみでの協力も必要だ」と話している。
　国内大手旅行会社の担当者は「移動手段がない
と、そもそも旅行が成立しない。乗り物にペット
が乗れるよう整備されれば、ペットを対象にした
旅行商品も増えていくのではないか」と期待して
いる。

平成2８年₈月1６日　埼玉新聞
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₄月

₅月

₆月₅日㈰
北支部

「動物の呼吸器疾患の診断と治療」
日本大学　山谷　吉樹　先生

（深谷市　深谷市男女共同参画推進センター）

₆月1７日㈮
　～19日㈰

第92回日本獣医麻酔外科学会／第104回日本獣医循環器学会／第59回日本獣医画像診断学会
2016春季合同学会（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月1８日（月・祝）

東支部
「皮膚をアップデートする！
世界獣医皮膚科会議をふまえて」
犬と猫の皮膚科　村山　信雄　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

₇月2４日㈰
南第一支部・南第二支部

「難治性の下痢・嘔吐の診断・治療・予後（2）」
日本小動物医療センター　中島　亘　先生

（川口市　川口総合文化センター）

₈月

₉月₄日㈰

東支部
「日常の診療に役立つ!!運動器疾患に対する最新
の情報を知っておこう～猫の整形外科疾患・超
音波検査を中心とした新たな画像診断手法～」
日本大学生物資源科学部　枝村　一弥　先生

（久喜市　久喜総合文化会館）

₉月11日㈰ 平成28年度　関東・東京合同地区獣医師大会（川崎）、獣医学術関東・東京合同地区学会
（神奈川県川崎市　ホテルKSP）

10月₂日㈰
南第一支部・南第二支部

「猫の腎臓病」
日本獣医生命科学大学　宮川　優一　先生

（さいたま市　大宮ソニックシティ）

10月12日㈬

北支部
「正しい抗菌剤の選び方と
使用方法について」
鹿児島大学　松本　修治　先生

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

10月22日㈯

北支部・しゃくなげ会・畜産技術振興会
「仔牛の飼養管理と疾病予防
対策について」
酪農学園大学　大塚　浩通　先生

（深谷市　埼玉県農林公園）

10月３0日㈰
西支部

「犬の循環器診療アップデート」
東京動物心臓病センター　岩永　孝治　先生

（川越市　川越西文化会館）

11月2７日㈰
東支部 

「遭遇頻度の高い脳疾患」
日本獣医生命科学大学　長谷川　大輔　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

12月
農林支部
平成28年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

平成２８年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成2８年₈月20日現在）



15

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生

12月₄日㈰
西支部 

「猫の循環器診療アップデート」
東京動物心臓病センター　岩永　孝治　先生

（川越市　川越南文化会館）

12月11日㈰
北支部

「難治性消化器官疾患と内視鏡検査（仮）」
日本大学　亘　敏広　先生

（熊谷市　熊谷文化創造館　さくらめいと）

12月1８日㈰
南第一支部・南第二支部

「演題　未定」
東京大学　松木　直章　先生

（さいたま市　大宮ソニックシティ）

平成29年
₁月15日㈰

西支部 
「膝関節疾患へのアプローチと外科テクニック」
東京大学動物医療センター　本阿彌　宗紀　先生

（川越市　川越南文化会館）

₁月1５日㈰
北支部

「緑内障の診断と治療」
どうぶつ眼科Eye Vet　小林　一郎　先生

（深谷市　埼玉グランドホテル深谷）

₁月29日㈰
さいたま市支部

「疾患と問題行動の関わり」
東京大学附属動物医療センター　荒田　明香　先生

（場所　未定）

₂月
衛生支部
健康福祉研究発表会
食肉衛生技術研修会

₂月2４日㈮
　～26日㈰

平成28年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会（石川）
（石川県立音楽堂ほか）

₃月₅日㈰
さいたま市支部

「災害時の対応」
東京大学附属動物医療センター　荒田　明香　先生

（場所　未定）

₃月12日㈰
西支部

「上部呼吸器診療（仮）」
日本獣医生命科学大学　藤田　道郎　先生

（場所　未定）
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₇月18日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

₇月20日　第₁回勤務部会運営委員会・衛生支部
農林支部合同研修会（さいたま市　埼
玉県県民健康センター）

₇月24日　南第一支部・第二支部合同学術講習会
（川口市　川口総合文化センターリリア）

₇月26日　埼玉県狂犬病予防協会第51回定期総会
（さいたま市　ときわ会館）

₇月28日　埼玉県農業共済連損害評価会全体会議
（さいたま市　埼玉県農業共済会館）

₈月₇日　北支部研修会（深谷市　埼玉グランド
ホテル深谷）

₈月30日　傷病野生鳥獣保護事業説明会・意見交
換会（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

₉月₄日　東支部学術講習会（久喜市　久喜総合
文化会館）

₉月11日　平成28年度関東・東京合同地区獣医師
大会（川崎）、獣医学術関東・東京合
同地区学会（神奈川県川崎市　ホテル
KSＰ）

₉月15日　平成28年度第１回畜産懇話会（さいた
ま市　別所沼会館）

₉月22日　彩の国さいたま動物愛護フェスティバ
ル2016（加須市　パストラル加須）

₉月23日　日本獣医師会�第₃回理事会（東京都
港区　明治記念館）

10月₂日　南第一支部・南第二支部合同学術講習
会（さいたま市　大宮ソニックシティ）

10月10日　第38回埼玉県獣医師会ソフトボール大
会（吉見町　吉見総合運動公園）

10月12日　北支部学術講習会（熊谷市　熊谷家畜
保健衛生所）

10月21日　第60回埼玉県公衆衛生大会（場所　未
定）

10月22日　北支部・しゃくなげ会・畜産技術振興
会合同学術研修会（深谷市　埼玉県農
林公園）

10月30日　西支部学術講習会（川越市　川越西文
化会館）

11月₉日　日本獣医師会全国獣医師会会長会議
（福岡県北九州市　リーガロイヤルホ
テル小倉）

11月10日～11日　第₂回世界獣医師会-世界医師
会　“One�Health”に関する国際会議
（福岡県北九州市　リーガロイヤルホ
テル小倉）

11月12日　日本獣医師会主催2016動物感謝デーin�
ＪAＰAN（福岡県北九州市　西日本総
合展示場）

11月27日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

12月₄日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

12月11日　北支部学術講習会（熊谷市　さくらめ
いと）

12月18日　南第一支部・南第二支部合同学術講習
会（さいたま市　ソニックシティ）

平成29年
₁月15日　西支部学術講習会（川越市　川越南文

化会館）
₁月15日　北支部学術講習会（深谷市　埼玉グラ

ンドホテル深谷）
₁月29日　さいたま市支部学術講習会（場所　未

定）
₂月15日　平成28年度第₃回関東・東京合同地区

獣医師会理事会（川崎市　川崎日航ホ
テル）

₂月17日～19日　第13回日本獣医内科学アカデ
ミー学術大会（神奈川県横浜市　パシ
フィコ横浜）

₂月24日～26日　平成28年度日本獣医師会獣医学
術学会年次大会（石川）（石川県金沢
市　石川県立音楽堂ほか）

₃月₅日　さいたま市支部学術講習会（場所　未
定）

₃月12日　西支部学術講習会（場所　未定）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　お盆とともに７1回目の終戦記念日を迎え
ました。広島と長崎の原爆忌には不戦の誓
いとともに、絶対悪である核兵器の廃絶を
願う日でもあります。NHKの終戦の日の
特集は、憎悪を持って戦った日米二人の兵
士の戦中戦後の歩みと心の葛藤を紹介して
憎しみ合うことの愚かさを訴えていまし
た。日本側の兵士は、真珠湾攻撃の飛行中
隊総指揮官であった淵田美津雄海軍大佐で
あり、もう一方の兵士は米軍のジェイコ
ブ・デシェーザー軍曹でした。デシェー
ザーは真珠湾の復讐に燃え志願して渡洋爆
撃の爆撃兵となり1942年₄月1８日の日本本
土爆撃に加わり、爆撃後中国大陸で不時着
し日本軍の捕虜となりました。過酷な捕虜
生活の中で、日本人への憎悪が増す中で、
看守の兵士の差し入れた聖書により、憎し
みの連鎖の中で苦しむ心を救う一節に出会
いました。それは十字架にかけられ死に直
面しているキリストの祈りである『父よ彼
らをお許しください。彼らは何をしている
のか自分でわからないのです』（ルカの福
音書23章34節）でした。この聖書との出会
いを契機に、デシェーザーは、自らが抱い
た憎しみの感情を愛と思いやりに変えてゆ
きました。戦後、神学を学び宣教師として
日本に戻ってきました。一方、淵田氏は戦
後、故郷で農業を始めていましたが、戦争
犯罪を裁く東京裁判に証言を求められ上京
した時、渋谷駅で一人のアメリカ人のパン
フレットを渡されました。そのパンフレッ
トには『私は日本の捕虜でした』と書かれ
ていました。それはデシェーザー氏の体験
であり憎しみから自由になることによって
のみ心の平穏が得られることが説かれてい
ました。そのことを契機として淵田氏はク
リスチャンになることを決心し実行しまし
た。淵田氏はその後デシェーザー氏ととも
に我国をはじめとしてアジア諸国を伝道者
として歩みました。　
　戦争に巻き込まれた人々は、個人の意思
とは反するところで破壊と殺戮の実行者の
立場に立ったり逆にその被害者となりま
す。人間の本性は平穏を志向するものと考
えられます。動物には闘争本能があります
が、相手を一撃で殺傷する能力を有する動

物は仲間同士ではそれを抑制する本能をも
併せ持つことが知られています。ただ一つ
の例外としてヒトだけが闘争本能を抑制す
る本能を持っていないといわれています。
ただし『智』として闘争本能を抑制する能
力を獲得する可能性があります。釈迦も『こ
の世では、うらみはうらみによって鎮まる
ことは絶対にあり得ない。うらみはうらみ
を捨てることによって鎮まる。これは永遠
の真理である。』（真理のことば）と教えて
います。
　太平洋戦争の戦後処理として開催された
サンフランシスコ講和会議において、日本
に対する損害賠償に関して、厳しい条件を
提案する国が少なくない中でセイロン（現
在のスリランカ）の代表は戦争中に受けた
空襲などの被害を指摘した上で、『我が国
は日本に対して賠償を求めようとは思いま
せん…なぜなら我々はブッダの言葉を信じ
ているからです。…“憎しみは憎しみによっ
ては止まず、ただ愛によってのみ止む”』
と演説し、損害賠償権を放棄しました。そ
の後のスリランカと我が国の友好関係は、
ご承知の通りです。私たち戦後教育を受け
た国民は、歴史教育の中でこの事実を十分
に認識していたとは言えません。他国に指
摘されるまでもなく、戦争の惨禍を繰り返
さないために国の交戦権を実行したときの
一人一人の国民の悲劇に思いを巡らすこと
のできる想像力を涵養することこそ唯一の
戦争抑止力ではないでしょうか。年に一度
の盂蘭盆会に悲しみやうらみを抱いて亡く
なった先祖の御霊に手を合わせながら、人
間が抱く憎しみの感情を捨て去ることの意
義を深く考えました。
　『野蛮人は、四代前の先祖の名を知らな
い。華とのちがいである』とは中国古典で
の匈奴の風について言っています。₈月は
戦争、原爆、豪雨災害など人災や天災によ
る慰霊・鎮魂の月でもあります。名こそ知
らずとも、無念のうちの亡くなられた同胞
を心から慰霊し、次の時代の世界が平穏な
日々であることを祈念いたします。
　会員の皆様の心穏やかな日々を祈念しつ
つ₈月号をお届けいたします。
� （初雁）
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